
高等学校 地理歴史科（歴史総合） 学習指導案 

指導者 鶴田 輝樹 

日  時 令和 6年 11月 29日（金） 第 1限 9：30～10：20  

場  所 第 1社会科教室 

学年・組 高等学校Ⅰ年 2組 40人 

題  材 現代的な諸課題の形成と展望 

現代の歴史総合 みる・読みとく・考える（山川出版社）  

目  標 1. 帝国主義から第一次世界大戦後の歴史的事象について、世界とその中の日本を広

く相互的な視野から捉えるとともに、新聞等の諸資料から歴史に関する様々な情報

を適切かつ効果的に調べまとめる。（知識及び技能） 

2. 歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察・構想したこ

とを効果的に説明したり、議論したりする。（思考力、判断力、表現力等） 

3. 現代の歴史の変化に関わる諸事象について、持続可能な社会の実現を視野に課題

を主体的に追究、解決しようとする。（学びに向かう力、人間性等） 

指導計画（全 5時間） 

 第一次 帝国主義から第一次世界大戦後の歴史的事象と、現代的な諸課題を関連付け、その解

決策について考察・構想する。 3時間（家庭学習含） 

第二次 自らが考察・構想したことをグループ内で説明・議論する。 1時間（本時 1/1） 

第三次 学習活動のまとめとして、グループの代表者によるクラスでのプレゼンテーションを

行い、歴史的な見方・考え方について整理する。 1時間 

授業について 

本授業では、まず生徒一人ひとりが、個人的に興味・関心のある現代的な諸課題（SDGs）と、

帝国主義時代から第一次世界大戦後（戦間期）の歴史を比較・関連付け、事象同士の因果関係・

類似・差異について考察する。その後、持続可能な社会の実現に向けた方法を構想し、考察・構

想したことを新聞作成アプリにまとめ、グループ内で意見交換する。学習活動の総括として、グ

ループで選ばれた生徒によるクラスでのプレゼンテーションを行う場面を設定する。生徒同士が

相互に説明したり意見を聞いたりする（評価する）ことにより、考察・構想がより深まるととも

に、探究活動や研究成果のポスター発表等を行う学校設定科目「iSAGAs」（総合的な探究の時間）

に寄与する学習活動ともなっている。 

現行の学習指導要領において、歴史総合では主に以下の内容が目標として掲げられている。 

〇現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解する。 

〇諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる。 

〇歴史に見られる課題の解決を考察・構想したことを効果的に説明・議論したりする。 

〇よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究・解決しようとする。 

授業者は、歴史総合の趣旨に沿う形で授業を実施するため、2015 年に国連サミットで採択され

た持続可能な開発目標（SDGs）に着目し、SDGs で示されているような貧困・飢餓・不平等・平

和やそれらに関わる諸課題を、近現代の歴史と結びつけることを意識している。また、SDGsを、

生徒たちにより自分ごととして捉えてもらうために、学習材として新聞を積極的に活用（NIE）し

ている。NIEについては、本授業以外にも様々な場面で系統的・継続的に実践している。 

本来、1年間のまとめの内容として設定されている「現代的な諸課題の形成と展望」を、年間を

通して学習活動に組み込むことで、生徒たち自身が、将来的に直面するであろう様々な課題に対

して、歴史的な見方・考え方を働かせ、それらを深く追究したり解決策を構想したりできる、資

質・能力の育成を目指している。 



題  目 持続可能な社会の実現に向けた歴史総合授業 

本時の目標 

 1. 帝国主義から第一次世界大戦後（戦間期）の歴史的事象と、現代的な諸課題（SDGs）を関

連付け、その解決策について考察・構想したものを、効果的に説明する。（思考力、判断力、

表現力等） 

2. グループでの説明及び議論の中で、自分の考えを意欲的に主張し、持続可能な社会の実現を

視野に課題を主体的に追究・解決しようとする。（学びに向かう力、人間性等） 

本時の評価規準（観点／方法） 

 1. 授業の中で取り上げた歴史的事象と SDGsを関連付け、現代的な諸課題の解決策について具

体的に示している。（思考・判断・表現／生徒が作成した「ことまど」の内容） 

2. 自ら考察・構想したことを聞き手に理解してもらうため、様々な工夫（表情・姿勢・声量・

示し方等）をしながら説明するとともに、聞き手の意見にも十分配慮しながら議論を進めて

いる。（主体的に学習に取り組む態度／議論の過程での発言等、評価シート） 

本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

＜導入＞ 

〇これまでの学習

活動の振り返り 

 

 

 

＜展開①＞ 

〇個別作成した「こ

とまど」の説明 

 

＜展開②＞ 

〇グループ内での

「ことまど」を活

用した議論 

 

＜終結＞ 

〇グループ代表者

によるプレゼン

テーションおよ

び学習活動のま

とめ 

 

・以前行った学習内容（産業革命や

市民革命と SDGsを関連付ける）

について確認しながら、今回の学

習活動の趣旨を理解する。 

 

 

・自身が作成した「ことまど」の内

容を、限られた時間でまとめ、グ

ループ内で説明する。 

 

・意見交換をしながら「ことまど」

の内容を考察する。 

・評価シートをもとにグループの代

表者を選出する。 

 

・代表者によるプレゼンテーション

を、内容や方法に分けて評価シー

トにまとめる。 

・現代的な諸課題やその解決策を、

歴史的な見方・考え方を働かせ、

考察・構想する方法を確認する。 

 

・学習成果をまとめる教材として、新

聞作成アプリ「ことまど」を活用す

る。 

・電子黒板を使って、数名の生徒が作

ったものを共有しながら説明する。 

 

・特に細かい指示は出さず、教師はフ

ァシリテーターとして、グループ内

での議論を促す（4～5分/1人）。 

 

・現代的な諸課題に対する歴史的な見

方・考え方について意識させる。 

・「ことまど」の内容が論理的に説明

されているか確認させる。 

 

・本時の残り時間を確認しながら、可

能な人数に発表してもらう。 

・本時の学習を学校設定科目

「iSAGAs」でのポスター発表に活

かせるように意識させる。 

・今回の学習が、将来的な探究活動に

も活かせることを説明する。 

備考（準備物／参考文献） 

・「ことまど」：神戸新聞社が作成した新聞作成アプリ（https://www.kobe-np.co.jp/kotomado/）  

・日本NIE学会『探究の学びを拓くNIE－多様性の中の確かな指針として－』、京都新聞出版セン

ター、2024年。 

 



実践上の留意点 

 

１．授業説明 

現行の学習指導要領において、歴史総合では主に以下の内容が目標として掲げられている。 

〇現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解する。 

〇諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる。 

〇歴史に見られる課題の解決を考察・構想したことを効果的に説明・議論したりする。 

〇よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究・解決しようとする。 

授業者は、より歴史総合の趣旨に沿った形で授業を展開するため、生徒が現代的な諸課題としてイ

メージしやすい、持続可能な開発目標（SDGs）に着目した。そして、SDGsで示されている貧困・飢餓・

不平等・環境・平和やそれらに関わる諸課題を、近現代の歴史と結びつけることに重点を置いた。ICT

教材を用いて授業の効率化を図りながら、生徒が学習内容を自らまとめ、説明できる教材を選定した。 

本授業では、まず生徒一人一人が、個人的に興味・関心のある SDGsの項目と、帝国主義時代から第

一次世界大戦後(戦間期)の歴史を比較・関連付け、事象同士の因果関係・類似・差異について考察す

る。その後、持続可能な社会の実現に向けた方法を構想し、考察・構想したことを新聞作成アプリ「こ

とまど」にまとめ、グループ内で意見交換する。学習活動の総括として、グループで選ばれた生徒が

クラス全体に向けてプレゼンテーションを行う。 

本授業は、歴史事象について生徒同士が相互に説明したり意見を聞いたりすることにより、課題解

決のための考察・構想がより深まるとともに、研究成果をポスターにまとめ、発表を行う「探究」

(iSAGAs) に寄与する学習活動ともなっている。 

授業者は、SDGsをより生徒たちに自分ごととして捉えてもらうため、学習材として様々な場面で新

聞を積極的に活用(NIE)した。本来、歴史総合の 1年間のまとめとして設定されている単元「現代的な

諸課題の形成と展望」を、新聞を活用しながら、定期的に学習活動に組み込むことで、生徒たち自身

が、将来的に直面するであろう様々な課題に対して、歴史的な見方・考え方を働かせ、それらを深く

追究したり解決策を構想したりできる、資質・能力の育成を目指している。 

 

２．研究協議より 

研究協議では、以下に示す質問をいただき、授業者なりの考えをお話しさせていただいた。 

・今回の授業において、新聞の体裁をなぜ活用したのか。 

→調べた内容を見出しをつけるためにまとめたり、資料を提示したり、総合的に一覧できることで

生徒同士が意見交流しやすくなるため。 

・中学校歴史的分野と高校歴史科の接続をどのようにしているか。 

→中学校と高校で学ぶ歴史的内容は重複する場合が多い。中学校で学んだ内容を上書きするだけで

なく、知識を活用して探究学習につなげられるよう、カリキュラムをデザインしていきたい。 

・今回のMQである「どうすれば、持続可能な社会は実現するのか？」についての今後の展望をどう

考えているか。 

→SDGs を 2030 年までに実現することは非常に難しい。ただ、課題解決に向けて考え続けること

は必要であるし、そのために歴史的アプローチだけでなく、様々なアプローチから多角的に

SDGs 推進の方法を考えていきたい。 

参加者の方からは、「評価シートに現代的な諸問題に対する発表者の歴史的視点を取り入れるべき

である。」「授業で取り扱う資料について吟味する時間をとるべきである。」という建設的な意見をいた

だくことができた。また、指導助言者である草原先生からは、他校の先生方の実践(明治時代の三大改

革の評価・産業革命の是非)を参考に、過去の歴史的事象から現代の諸問題について考えるという授業

のアプローチも大切であることをご指摘いただいた。今後も授業内容や授業方法に修正を加えながら、

生徒が歴史を学ぶ意義を感じ、自ら問いをたて、解決する力の育成に資する歴史総合授業の開発に取

り組みたい。 


